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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技媒体の投入を条件に、遊技を行うための遊技装置と、
　前記遊技装置による遊技の進行に関連させて、画像を表示可能な画像表示装置と、
　前記遊技装置、前記画像表示装置にそれぞれ接続され、遊技を制御するための遊技制御
装置とを備える遊技機において、
　前記遊技機には、
　ポイントカードを装着可能に構成され、当該装着状態において前記ポイントカードにポ
イントを記録可能なカードユニットを備え、
　前記遊技制御装置には、
　前記遊技装置による遊技の進行に関連させて、前記画像表示装置に表示する演出の内容
を決定するための演出決定手段と、
　前記演出決定手段により決定された演出の内容に応じて、遊技者が獲得可能な前記ポイ
ントを獲得ポイントとして決定するためのポイント決定手段と、
　前記演出決定手段により決定された演出の内容に応じた画像を、前記画像表示装置に表
示するための演出表示手段と、
　前記演出表示手段により前記画像表示装置に表示される画面内にポイント表示エリアを
表示し、当該ポイント表示エリア内に前記ポイント決定手段により決定された前記獲得ポ
イントを表示するためのポイント表示手段と、
　前記ポイント決定手段により決定された前記獲得ポイントを、前記カードユニットを介
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して前記ポイントカードに記録するためのカード記録制御手段と、
　前記カードユニットにポイントカードが装着されているか否かを判定し、前記ポイント
カードの非装着状態において、前記ポイント表示手段により表示される獲得ポイントを非
表示状態とするためのカード装着判定手段とを備えていることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　遊技を制御するための遊技制御装置を含む遊技機と、
　前記遊技制御装置と通信可能であって、ポイントカードを装着可能に構成され、当該装
着状態において前記ポイントカードにポイントを記録可能なカードユニットと、
　遊技者が獲得可能な前記ポイントを獲得ポイントとして決定するためのポイント決定手
段と、
　前記ポイント決定手段により決定された前記獲得ポイントを表示するためのポイント表
示手段と、
　前記ポイント決定手段により決定された前記獲得ポイントを、前記カードユニットを介
して前記ポイントカードに記録するためのカード記録制御手段と、
　前記カードユニットにポイントカードが装着されているか否かを判定し、前記ポイント
カードの非装着状態において、前記ポイント表示手段により表示される獲得ポイントを非
表示状態とするためのカード装着判定手段とを備えている
ことを特徴とする遊技機を用いた遊技システム。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えばスロットマシンやパチンコ機等の遊技機及びこれを用いた遊技シス
テムに関し、演出に応じて遊技者にポイントを付与することができるようにしたものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、遊技結果（例えばビッグ・ボーナス等の入賞回数）に応じて、遊技者にポイント
を付与するようにした遊技機が知られている（特許文献１の段落番号「００２８」、特許
文献２の段落番号「００３１」、特許文献３の段落番号「００３０」参照）。
【特許文献１】特開2005-118272号公報（特許請求の範囲及び段落番号「００２９」）
【特許文献２】特開2005-118274号公報（段落番号「００３１」）
【特許文献３】特開2005-118275号公報（段落番号「００３０」）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、上記した従来の遊技機では、遊技者に付与されるポイントが、遊技結果に対応
しているという第１の問題点があった。
　また、遊技者に付与されるポイントを表示していないため、遊技者から比較的にわかり
難いという第２の問題点があった。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
（請求項１）
　請求項１に記載の発明は、次の点を特徴とする。
　第一に、遊技機には、遊技媒体の投入を条件に、遊技を行うための遊技装置と、遊技装
置による遊技の進行に関連させて、画像を表示可能な画像表示装置と、遊技装置、画像表
示装置にそれぞれ接続され、遊技を制御するための遊技制御装置とを備える。
【０００５】
　第二に、遊技装置には、ポイントカードを装着可能に構成され、当該装着状態において
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ポイントカードにポイントを記録可能なカードユニットを備える。
　第三に、遊技制御装置には、遊技装置による遊技の進行に関連させて、画像表示装置に
表示する演出の内容を決定するための演出決定手段と、演出決定手段により決定された演
出の内容に応じて、遊技者が獲得可能なポイントを獲得ポイントとして決定するためのポ
イント決定手段と、演出決定手段により決定された演出の内容に応じた画像を、画像表示
装置に表示するための演出表示手段と、演出表示手段により画像表示装置に表示される画
面内にポイント表示エリアを表示し、当該ポイント表示エリア内にポイント決定手段によ
り決定された獲得ポイントを表示するためのポイント表示手段と、ポイント決定手段によ
り決定された獲得ポイントを、カードユニットを介してポイントカードに記録するための
カード記録制御手段と、カードユニットにポイントカードが装着されているか否かを判定
し、ポイントカードの非装着状態において、ポイント表示手段により表示される獲得ポイ
ントを非表示状態とするためのカード装着判定手段とを備える。
（請求項２）
　請求項２に記載の発明は、次の点を特徴とする。
【０００６】
　遊技を制御するための遊技制御装置を含む遊技機と、遊技制御装置と通信可能であって
、ポイントカードを装着可能に構成され、当該装着状態において前記ポイントカードにポ
イントを記録可能なカードユニットと、遊技者が獲得可能なポイントを獲得ポイントとし
て決定するためのポイント決定手段と、ポイント決定手段により決定された獲得ポイント
を表示するためのポイント表示手段と、ポイント決定手段により決定された獲得ポイント
を、カードユニットを介して前記ポイントカードに記録するためのカード記録制御手段と
、カードユニットにポイントカードが装着されているか否かを判定し、ポイントカードの
非装着状態において、ポイント表示手段により表示される獲得ポイントを非表示状態とす
るためのカード装着判定手段とを備える。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明は、以上のように構成されているので、以下に記載されるような効果を奏する。
（請求項１）
　請求項１に記載の発明によれば、次のような効果を奏する。
　すなわち、請求項１に記載の発明によれば、演出に応じて遊技者にポイントを付与する
ことができる。
【０００８】
　これに加えて、請求項１に記載の発明によれば、演出とそのポイントを、遊技者にわか
り易いように画像表示装置に表示することができる。
　また、ポイントカードの非装着状態においては獲得ポイントを表示しないようにするこ
とができる。
（請求項２）
　請求項２に記載の発明によれば、次のような効果を奏する。
　すなわち、請求項２に記載の発明によれば、カードユニットを遊技機の外部に配置する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
（図面の説明）
　図１～８は、本発明の第１の実施の形態の一例をそれぞれ示すものである。
　図１は、スロットマシンの概略を説明するためのブロック図、図２は図１のポイント表
示手段の詳細を説明するためのブロック図、図３は図１のカード制御手段の詳細を説明す
るためのブロック図、図４はスロットマシンの概略正面図、図５は画像表示装置に表示さ
れた画面を説明するための説明図、図６は図５のポイント表示エリアを説明するための説
明図、図７は図５に対応し、味方側のキャラクターが敵方側のキャラクターに向かって「
キック」を繰り出した状態を説明するための説明図、図８は図５に対応し、味方側のキャ
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ラクターが敵方側のキャラクターに向かって「跳び蹴り」をした状態を説明するための説
明図をそれぞれ示すものである。
【００１０】
　図９～１０は、本発明の第２の実施の形態の一例をそれぞれ示すものである。
　図９は、遊技システムの概略を説明するための概念図、図１０は遊技システムの概略を
説明するためのブロック図をそれぞれ示すものである。
（スロットマシン10）
　まず、図４を用いて説明すると、図中、10は、スロットマシンを示すものである。
【００１１】
　なお、遊技機は、スロットマシン10に限定されず、パチンコ機等でも良い。
　スロットマシン10の上方の中央には、画像表示装置20を設けている。
　画像表示装置20は、画像を表示可能なものであり、例えば液晶ユニットから構成されて
いる。
　なお、画像表示装置20は、液晶ユニットに限定されず、ドット・マトリックス等から構
成しても良い。
【００１２】
　また、画像表示装置20の左右の両側には、左右一対のスピーカ30,30が配置されている
。スピーカ30からは、各種の効果音が発生される。
　画像表示装置20の下側には、透明な方形の表示窓40を設けている。
　表示窓40の内部には、リールユニット50を配置している。
　リールユニット50は、表示窓40に臨む複数個、例えば３個のリール51～53と、各リール
51～53を個々に回転可能な、複数個、例えば３個のリール51～53と同数の３個のリールモ
ータ54～56（図１参照）とを備え、遊技装置を構成する。
【００１３】
　なお、遊技装置は、リールユニット50に限定されず、パチンコ機等の遊技機においては
遊技板でも良い。
　各リール51～53には、図示しないが、外周に複数種類の図柄が表示されている。また、
表示窓40には、複数段、例えば上・中・下段の計３個の図柄が停止表示されるようにして
いるが、これに限定されず、１個の図柄が停止表示されるようにして良い。
【００１４】
　表示窓40の下側には、図２の向かって右側に、メダル投入口60を設けている。メダル投
入口60は、メダルを投入するためのものである。
　また、表示窓40の下側のほぼ中央には、後述するが、ポイントカードＣを差し込み可能
なカード差込口70を設けている。
　なお、カード差込口70に、ポイントカードＣを垂直方向から差し込むようにしたが、こ
れに限定されず、水平方向から差し込めるようにしても良い。
【００１５】
　さらに、表示窓40の下側の向かって左側には、スタートスイッチ80を設けている。
　スタートスイッチ80は、リールユニット50の駆動を開始するためのものである。具体的
には、スタートスイッチ80は、レバー状に形成され、レバーを下方に向かって押し上げる
ことで操作する。スタートスイッチ80を操作すると、リールユニット50の駆動が開始され
、３個のリールモータ54～56（図１参照）が回転する。
【００１６】
　スタートスイッチ80の向かって右隣には、複数個、例えばリールユニット50の３個のリ
ール51～53と同数の３個のストップスイッチ90～92を設けている。
　３個のストップスイッチ90～92は、リールユニット50の駆動を停止するためのものであ
る。向かって左側のストップスイッチ90を操作すると、左側のリール51の回転が停止する
。同様に、中央のストップスイッチ91を操作すると、中央のリール52の回転が停止する。
右側のストップスイッチ92を操作すると、右側のリール53の回転が停止する。
【００１７】
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　３個のストップスイッチ90～92の下側には、メダル貯留皿100を設けている。
　メダル貯留皿100には、後述する図１のホッパーユニット120から払い出されたメダルが
貯留される。
　メダル貯留皿100の右側には、１個のスピーカ110が配置されている。スピーカ110から
は、各種の効果音が発生される。
（ポイントカードＣ）
　ポイントカードＣは、ポイントを記録可能なものであり、例えば磁気カードやＩＣカー
ドから構成する。
（カードユニット71）
　カードユニット71は、図４のカード差込口70の内部に設けられ、当該カード差込口70に
差し込まれたポイントカードＣに、ポイントを記録したり、或いは記録されたポイントを
読み出し可能なものである。
【００１８】
　なお、ポイントカードＣにＩＣカードを利用する場合には、カードユニット71にカード
差込口70を設けておく必要が無く、カード差込口70を省いても良い。
　具体的には、カードユニット71には、図１に示すように、次の各部を備える。
　　　　（１）カード記録部72
　カード記録部72は、カード差込口70に差し込まれたポイントカードＣに、ポイントを記
録するためのものである。
【００１９】
　　　　（２）カード読取部73
　カード読取部73は、カード差込口70に差し込まれたポイントカードＣに記録されたポイ
ントを読み取り可能なものである。
（遊技制御装置200）
　つぎに、図１を用いて、遊技制御装置200について説明する。
【００２０】
　遊技制御装置200は、スロットマシン10の内部に設けられている。
　遊技制御装置200は、遊技の進行を制御するためのものである。
　具体的には、遊技制御装置200は、大別すると、次の２つの手段を備える。
　なお、次の（１）～（２）の手段の説明については、後述する。
　　　　（１）遊技用制御手段300
　　　　（２）演出用制御手段400
（遊技用制御手段300）
　つぎに、図１を用いて、遊技用制御手段300について説明する。
【００２１】
　遊技用制御手段300は、遊技の進行を制御するためのものである。
　具体的には、遊技用制御手段300は、コンピュータであって、図示しないが、例えばＣ
ＰＵを中心に構成され、ＲＯＭやＲＡＭ等の記録媒体、Ｉ／Ｏ等を備えている。
　また、記録媒体は、ＲＯＭやＲＡＭに限定されず、そのほか電気的・磁気的・光学的な
メモリーやディスク等でも良い。
【００２２】
　遊技用制御手段300のＣＰＵ（図示せず）は、記録媒体、例えばＲＯＭに記録されたプ
ログラムを読み込むことで、図１に示すように、次の手段として機能する。
　なお、次の（１）～（３）の手段の説明については、後述する。
　　　　（１）遊技結果抽選手段310
　　　　（２）リール停止制御手段320
　　　　（３）利益付与手段330
（遊技用制御手段300の入力段）
　つぎに、図１を用いて、遊技用制御手段300の入力段について説明する。
【００２３】
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　遊技用制御手段300の入力段には、次のパーツがそれぞれ接続されている。
　　　　（１）メダルセンサー61
　メダルセンサー61は、メダル投入口60の内部に設けられ、メダル投入口60に投入された
メダルを検出するためのものであり、メダル検出手段を構成する。
　　　　（２）スタートスイッチ80
　　　　（３）ストップスイッチ90～92
（遊技用制御手段300の出力段）
　つぎに、図１を用いて、遊技用制御手段300の出力段について説明する。
【００２４】
　遊技用制御手段300の出力段には、次のパーツがそれぞれ接続されている。
　　　　（１）リールモータ54～56
　　　　（２）ホッパーユニット120
　ホッパーユニット120は、スロットマシン10の内部に設けられている。
　ホッパーユニット120は、表示窓40に停止表示されたリール51～53の図柄が、予め設定
された図柄の組み合わせに一致する場合に、遊技者に所定枚数のメダルを払い出すための
ものである。
【００２５】
　　　　（３）演出用制御手段400
（演出用制御手段400）
　演出用制御手段400は、遊技用制御手段300に接続され、遊技用制御手段300から一方向
に送信される信号、例えばコマンドやデータ等にもとづいて、各種の演出を制御するため
のものである。
【００２６】
　具体的には、演出用制御手段400は、コンピュータであって、図示しないが、例えばＣ
ＰＵを中心に構成され、ＲＯＭやＲＡＭ等の記録媒体、Ｉ／Ｏ等を備えている。
　なお、演出用制御手段400のＣＰＵの数は、１個に限定されず、２個以上のＣＰＵを用
いても良い。
　また、記録媒体は、ＲＯＭやＲＡＭに限定されず、そのほか電気的・磁気的・光学的な
メモリーやディスク等でも良い。
【００２７】
　上記演出用制御手段400のＣＰＵ（図示せず）は、記録媒体、例えばＲＯＭに記録され
たプログラムを読み込むことで、図１に示すように、大別すると、次の手段として機能す
る。
　なお、次の（１）～（８）の手段の説明については、後述する。
　　　　（１）演出決定手段410
　　　　（２）ポイント決定手段420
　　　　（３）演出表示手段430
　　　　（４）ポイント累計手段440
　　　　（５）ポイント表示手段450
　　　　（６）カード制御手段460
　　　　（７）カード装着判定手段470
　　　　（８）効果音発生手段480
（演出用制御手段400の入力段）
　つぎに、図１を用いて、演出用制御手段400の入力段について説明する。
【００２８】
　演出用制御手段400の入力段には、次のパーツがそれぞれ接続されている。
　　　　（１）遊技用制御手段300
　　　　（２）カードユニット71のカード読取部73
（演出用制御手段400の出力段）
　つぎに、図１を用いて、演出用制御手段400の出力段について説明する。



(7) JP 4753236 B2 2011.8.24

10

20

30

40

50

【００２９】
　演出用制御手段400の出力段には、次のパーツがそれぞれ接続されている。
　　　　（１）画像表示装置20
　　　　（２）スピーカ30,110
　　　　（３）カードユニット71のカード記録部72
（遊技結果抽選手段310）
　遊技結果抽選手段310は、スタートスイッチ80の操作にもとづいて、遊技結果を抽選に
より決定するためのものである。
（リール停止制御手段320）
　リール停止制御手段320は、遊技結果抽選手段310による抽選により決定した遊技結果、
及びストップスイッチ90～92の操作にもとづいて、当該ストップスイッチ90～92に対応す
るリールモータ54～56の停止制御を行うためのものである。
（利益付与手段330）
　利益付与手段330は、表示窓40に停止表示された３個のリール51～53の図柄の組み合わ
せが、予め設定された所定の図柄の組み合わせに一致している場合に、予め設定された所
定の枚数のメダルを払い出すためのものである。
【００３０】
　メダルの払い出しは、ホッパーユニット120を駆動させることにより、メダルを実際に
払い出しても良いし、或いはクレジットメダル枚数を増加させるようにしても良い。
（演出決定手段410）
　演出決定手段410は、リールユニット50（遊技装置）による遊技の進行に関連させて、
画像表示装置20に表示する演出の内容を決定するためのものである。
【００３１】
　演出には、次のものを含む
　　　　（１）イベント
　イベントは、演出の途中に発生する出来事であり、複数種類有る。
　　　　（２）エンディング
　エンディングは、演出の終わりの部分であり、結果の異なる複数種類のものがある。
（ポイント決定手段420）
　ポイント決定手段420は、演出決定手段410により決定された演出の内容に応じて、遊技
者が獲得可能なポイントを獲得ポイントとして決定するためのものである。
【００３２】
　具体的には、ポイント決定手段420は、複数のイベントが発生する度に獲得ポイントを
決定するようにしている。
　また、ポイント決定手段420は、エンディングの種類に応じても獲得ポイントを決定す
るようにしている。
　さらに、ポイント決定手段420には、図１に示すように、次の手段を備える。
【００３３】
　　　　（１）ポイント抽選手段421
　ポイント抽選手段421は、獲得ポイントを抽選により決定するためのものである。
（演出表示手段430）
　演出表示手段430は、演出決定手段410により決定された演出の内容に応じた画像を、画
像表示装置20に表示するためのものである。
（ポイント累計手段440）
　ポイント累計手段440は、イベントが発生する度にポイント決定手段420により決定され
た獲得ポイントを累計するためのものである。
【００３４】
　さらに、ポイント累計手段440は、エンディングの種類に応じてもポイント決定手段420
により決定された獲得ポイントを累計するようにしている。
（ポイント表示手段450）
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　ポイント表示手段450は、演出表示手段430により画像表示装置20に表示される画面内に
ポイント表示エリア21（図５～８参照）を表示し、当該ポイント表示エリア21内にポイン
ト決定手段420により決定された獲得ポイントを表示するためのものである。
【００３５】
　具体的には、ポイント表示エリア21には、図６に示すように、次の表示部を備える。
　　　　（１）獲得ポイント表示部22
　　　　（２）累積ポイント表示部23
　　　　（３）蓄積ポイント表示部24
　また、ポイント表示手段450には、図２に示すように、次の手段を備える。
【００３６】
　　　　（４）獲得ポイント表示手段451
　獲得ポイント表示手段451は、ポイント決定手段420により決定された獲得ポイントをポ
イント表示エリア21の獲得ポイント表示部22（図６）内に表示するためのものである。
　　　　（５）累計ポイント表示手段452
　累計ポイント表示手段452は、ポイント累計手段440により累計された累計ポイントをポ
イント表示エリア21の累積ポイント表示部23（図６）内に表示するためのものである。
【００３７】
　　　　（６）蓄積ポイント表示手段453
　蓄積ポイント表示手段453は、カードユニット71のカード読取部73を介して読み取った
ポイントを蓄積ポイントとしてポイント表示エリア21の蓄積ポイント表示部24（図６）内
に表示するためのものである。
（カード制御手段460）
　カード制御手段460は、カードユニット71によるポイントカードＣへのポイントの書き
込みや、読み込みを制御するためのものである。
【００３８】
　具体的には、カード制御手段460には、図２に示すように、次の手段を備える。
　　　　（１）カード記録制御手段461
　カード記録制御手段461は、ポイント決定手段420により決定された獲得ポイントを、カ
ードユニット71のカード記録部72を介してポイントカードＣに記録するためのものである
。
【００３９】
　　　　（２）カード読取制御手段462
　カード読取制御手段462は、ポイントカードＣに記録されたポイントをカードユニット7
1のカード読取部73を介して読み取るためのものである。
（カード装着判定手段470）
　カード装着判定手段470は、
　カード装着判定手段470は、カードユニット71にポイントカードＣが装着されているか
否かを判定し、ポイントカードＣの非装着状態において、ポイント表示手段450により表
示される獲得ポイントを非表示状態とするためのものである。
【００４０】
　具体的には、カードユニット71にポイントカードＣが装着されていない場合には、図示
しないが、画像表示装置20に表示される画面内にポイント表示エリア21自体を表示しない
ようにしている。
（効果音発生手段480）
　効果音発生手段480は、遊技の進行に従って各種の効果音を、スピーカ30,110から出力
させるためのものである。
（演出の種類と獲得ポイント）
　演出の種類と獲得ポイントとの関係は、次の表１に示す通りである。
【００４１】
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【表１】

【００４２】
（遊技の説明）
　上記した構成を備えるスロットマシン10の遊技について、図５～８を用いて説明する。
　演出としては、例えば味方側のキャラクターと、敵方側のキャラクターとを対戦させる
バトルを行わせている。
　まず、第１停止で、図５に示すように、イベントとして、味方側（左側）のキャラクタ
ーが敵方側（右側）のキャラクターに向かって「パンチ」を繰り出すと、前掲の表１に示
したように、「１」点の獲得ポイントが発生する。
【００４３】
　獲得ポイントは、図１の演出用制御手段400のポイント決定手段420により決定される。
　このとき、「１」点の獲得ポイントが、獲得ポイント表示手段451により、ポイント表
示エリア21の獲得ポイント表示部22（図６）内に表示される。
　つぎに、第２停止で、図７に示すように、イベントとして、味方側（左側）のキャラク
ターが敵方側（右側）のキャラクターに向かって「キック」をすると、前掲の表１に示し
たように、「３」点の獲得ポイントが発生する。
【００４４】
　このとき、「３」点の獲得ポイントが、獲得ポイント表示手段451により、ポイント表
示エリア21の獲得ポイント表示部22（図６）内に表示される。
　同時に、先に獲得した「１」点の獲得ポイントと、今回獲得した「３」点の獲得ポイン
トとは、図１のポイント累計手段440により累計される。
　ポイント累計手段440により累計された「４」点の累計ポイントは、累計ポイント表示
手段452により、図５のポイント表示エリア21の累積ポイント表示部23内に表示される。
【００４５】
　最後に、第３停止で、図８に示すように、イベントとして、味方側（左側）のキャラク
ターが敵方側（右側）のキャラクターに向かって「跳び蹴り」を放つと、前掲の表１に示
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したように、「５」点の獲得ポイントが発生する。
　このとき、「５」点の獲得ポイントが、獲得ポイント表示手段451により、ポイント表
示エリア21の獲得ポイント表示部22（図６）内に表示される。
【００４６】
　同時に、先に累計した「４」点の累計ポイントと、今回獲得した「５」点の獲得ポイン
トとは、図１のポイント累計手段440により累計される。
　ポイント累計手段440により累計された「９」点の累計ポイントは、累計ポイント表示
手段452により、図５のポイント表示エリア21の累積ポイント表示部23（図６）内に表示
される。
【００４７】
　最後に、エンディングとして、味方側のキャラクターが「勝利」すると、前掲の表１に
示したように、「１０」点の獲得ポイントが発生する。
　このとき、「１０」点の獲得ポイントが、獲得ポイント表示手段451により、ポイント
表示エリア21の獲得ポイント表示部22（図６）内に表示される。
　同時に、先に累計した「９」点の累計ポイントと、今回獲得した「１０」点の獲得ポイ
ントとは、図１のポイント累計手段440により累計される。
【００４８】
　ポイント累計手段440により累計された「１９」点の累計ポイントは、累計ポイント表
示手段452により、図５のポイント表示エリア21の累積ポイント表示部23（図６）内に表
示される。
　その後、「１９」点の累計ポイントは、カード記録制御手段461により、カードユニッ
ト71のカード記録部72を介してポイントカードＣに記録される。
【００４９】
　ポイントカードＣに記録された蓄積ポイントは、当該ポイント数に応じてグッズ等の各
種の商品に交換することが可能である。
　一方、図示しないが、味方側のキャラクターが敵方側のキャラクターに向かって「プレ
ミアム攻撃」を行った場合には、図１のポイント抽選手段421により、獲得ポイントが抽
選により決定される。
【００５０】
　抽選により決定される獲得ポイントは、高い数値に設定され、例えば「１５点」、「３
０点」、「５０点」の３個の数値のうちから、１個が抽選により決定される。
　例えば、「５０点」が抽選により決定された場合には、当該数値は獲得ポイント表示部
22（図６）内に表示されず、前掲の表１に示したように、代わりに「？」のマーク（クエ
スチョン・マーク）が表示される。
【００５１】
　その後、抽選により決定された「５０点」の獲得ポイントは、前回の累計ポイントに累
計され、累計結果が累積ポイント表示部23（図６）内に表示される。例えば、前回獲得し
た獲得ポイントが、「１９」点の場合には、この数値に抽選により決定された「５０点」
の獲得ポイントが累計され、累積ポイント表示部23（図６）内には、「６９」点の累計ポ
イントが表示される。
【００５２】
　このため、遊技者は、累積ポイントを見ることで、抽選により決定された獲得ポイント
を初めて知ることができ、遊技を変化に富んだものとできる。
（第２の実施の形態）
　図９～１０を用いて、本発明の第２の実施の形態の一例について説明する。
　本実施の形態の特徴は、カードユニット610をスロットマシン10等の遊技機と別体に構
成し、当該カードユニット610を遊技機の外部に配置できるようにした点にある。
【００５３】
　すなわち、スロットマシン10と台間サンド600とから遊技システム500を構成する。
　台間サンド600は、コイン貸し機であって、図１０に示すように、カードユニット610と
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、スロットマシン10との間でカードデータを通信するための通信制御手段620とを備える
。
　スロットマシン10には、図１０に示すように、台間サンド600の通信制御手段620との間
でカードデータを通信するための通信制御手段700を備える。
【００５４】
　本実施の形態によれば、台間サンド600のカードユニット610にポイントカードＣを装着
すると、ポイントカードＣに記録された蓄積ポイントが読み取られ、読み取った蓄積ポイ
ントを含むカードデータが、通信制御手段620,700を介して、スロットマシン10に送信さ
れる。
　これに対し、スロットマシン10において獲得した獲得ポイント等のカードデータは、通
信制御手段620,700を介して、台間サンド600に送信される。台間サンド600に送信された
カードデータに含まれる獲得ポイントは、カードユニット71に装着されたポイントカード
Ｃに書き込まれる。
【００５５】
　なお、台間サンド600に液晶等の画像表示装置を設け、スロットマシン10において獲得
した獲得ポイント、累計ポイント、蓄積ポイント等を表示するようにしても良い。
　また、台間サンド600は、コイン貸し機に限定されず、球貸し機、或いは情報公開機器
等でも良い。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】スロットマシンの動作を概略を説明するためのブロック図である。
【図２】図１のポイント表示手段の詳細を説明するためのブロック図である。
【図３】図１のカード制御手段の詳細を説明するためのブロック図である。
【図４】スロットマシンの概略正面図である。
【図５】画像表示装置に表示された画面を説明するための説明図である。
【図６】図５のポイント表示エリアを説明するための説明図である。
【図７】図５に対応し、味方側のキャラクターが敵方側のキャラクターに向かって「キッ
ク」を繰り出した状態を説明するための説明図である。
【図８】図５に対応し、味方側のキャラクターが敵方側のキャラクターに向かって「跳び
蹴り」をした状態を説明するための説明図である。
【図９】遊技システムの概略を説明するための概念図である。
【図１０】遊技システムの概略を説明するためのブロック図である。
【符号の説明】
【００５７】
　10　スロットマシン（遊技機）　　　　20　画像表示装置
　21　ポイント表示エリア　　　　　　　22　獲得ポイント表示部
　23　累積ポイント表示部　　　　　　　24　蓄積ポイント表示部
　30　スピーカ　　　　　　　　　　　　40　表示窓
　50　リールユニット（遊技装置）　　　51～53　リール
　54～56　リールモータ　　　　　　　　60　メダル投入口
　61　メダルセンサー　　　　　　　　　70　カード差込口
　71　カードユニット　　　　　　　　　72　カード記録部
　73　カード読取部　　　　　　　　　　80　スタートスイッチ
　90～92　ストップスイッチ　　　　　 100　メダル貯留皿
 110　スピーカ　　　　　　　　　　　 120　ホッパーユニット
 200　遊技制御装置　　　　　　　　　 300　遊技用制御手段
 310　遊技結果抽選手段　　　　　　　 320　リール停止制御手段
 330　利益付与手段　　　　　　　　　 400　演出用制御手段
 410　演出決定手段　　　　　　　　　 420　ポイント決定手段
 421　ポイント抽選手段　　　　　　　 430　演出表示手段
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 440　ポイント累計手段　　　　　　　 450　ポイント表示手段
 451　獲得ポイント表示手段　　　　　 452　累計ポイント表示手段
 453　蓄積ポイント表示手段　　　　　 460　カード制御手段
 461　カード記録制御手段　　　　　　 462　カード読取制御手段
 470　カード装着判定手段　　　　　　 480　効果音発生手段
　Ｃ　ポイントカード
 500　遊技システム　　　　　　　　　 600　台間サンド
 610　カードユニット　　　　　　　　 620　通信制御手段
 700　通信制御手段
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